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御田植祭

　

７
月
７
日
、
じ
り
じ
り
と
焼
け
る

よ
う
な
日
差
し
の
下
、
御
田
植
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

会
津
坂
下
町
の
御
田
植
祭
は
、
会

津
三
大
御
田
植
祭
の
一
つ
で
栗
村
稲

荷
神
社
の
例
大
祭
で
す
。
神
輿
渡
御
、

早
乙
女
踊
り
、
相
撲
大
会
、
御
神
楽

な
ど
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
も
社
に
て
お
祓
い
を
行
っ

た
後
、
天
狗
様
を
筆
頭
に
神
輿
が
町

内
を
巡
行
し
ま
し
た
。

　

早
乙
女
踊
り
は
新
た
な
年
の
実
り

を
祈
願
し
て
栗
村
稲
荷
神
社
に
奉
納

さ
れ
ま
す
。
早
乙
女
踊
り
保
存
会
と

会
津
農
林
高
校
早
乙
女
踊
り
保
存
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
踊
る
繊
細
な
花
笠

舞
に
大
勢
の
観
客
が
魅
了
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
栗
村
稲
荷
神
社
境
内
の
相

撲
場
で
は
奉
納
親
善
相
撲
大
会
が
開

催
さ
れ
、
小
学
生
た
ち
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
土
俵
を
取
り
囲

ん
だ
観
客
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
に

熱
い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
諏
訪
神
社
に
お
い
て
御
神

楽
が
奉
納
さ
れ
、
今
年
の
秋
の
豊
作

を
願
う
祭
り
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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豊
作
を
願
う

豊
作
を
願
う
御
田
植

御
田
植
祭
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坂下の祭り

伝
統
を
繋
ぐ
人
々

　

神
輿
渡
御
は
会
津
坂
下
町
青
年
団

体
連
絡
協
議
会
を
含
む
、
農
業
に
関

わ
る
方
々
に
よ
り
代
々
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
早
乙
女
踊
り
は
後
継
者
不

足
に
よ
り
三
年
ほ
ど
途
絶
え
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
結
成
11
年
目
に
な
る

早
乙
女
踊
り
保
存
会
と
、
結
成
10
周

年
を
迎
え
た
会
津
農
林
高
校
早
乙
女

踊
り
保
存
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
伝
承
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
一

昨
年
よ
り
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
も
復
活

し
ま
し
た
。　

　

御
田
植
祭
の
伝
統
は
こ
う
し
た
多

く
の
方
々
の
支
え
と
、
そ
れ
を
受
け

継
ぐ
熱
い
想
い
に
よ
り
こ
れ
か
ら
も

受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
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　 清掃ボランティア　 清掃ボランティア
ありがとうございますありがとうございます !!

( 株 ) 東北入谷( 株 ) 東北入谷
まちづくり建設の皆まちづくり建設の皆さんさん

  1. クライマックスに踊られる花笠舞。早乙女踊りは

　  三部構成（4.5. を参照）。昔は扇舞も踊られていた。

  2. 楽譜がない歌を歌い継ぐ唄い手。

  3. お囃子は笛、太鼓からなる。譜面は無く口頭伝承。

  4. 早乙女踊りの始めに踊られる羽子板舞。

  5. 中盤に踊られる棒舞。

6.7. 復活したひょっとこ、おかめの踊り。滑稽役で見

     る人の心をつかむ。

  8. 神輿渡御の様子。天狗様の下駄は一本歯。

  9. 栗村稲荷神社にほど近い諏訪町、新町、新富町は

　  太鼓台を牽引。

10. 町のために！という想いから、出店で賑わう町

　  内を毎年ボランティアでゴミ拾い。


